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論文内容の要旨

本論文は，赤外線無線通信システムの解析手法，赤外線無線通信用 ASK ディジタル変復調方式， 4PPM 赤外線

受信機の低消費電力アーキテクチャおよびその VLSI 化設計についてまとめたものであり，以下の 6 章から構成され

る。

第 1 章では，赤外線無線通信システムに関するこれまでの研究と課題について述べ，本研究の背景，目的を明らか

にするとともに研究内容と成果について概説している。

第 2 章では，まず，指向見通し型赤外線無線通信における LED 電流と PIN フォトダイオードの光電流の関係を定

式化し，赤外線無線通信の電子回路モデ、ルを構築しているo 次に，このモデルに回路シミュレーションおよび論理シ

ミュレーションを適用して得られるデータ伝送と赤外線送信機の指向特性に関する解析結果を示している。

第 3 章では，インバータ制御型蛍光灯が放射する照明光の測定結果について述べ， さらにこの照明下における

ASK 赤外線受信機の振舞いを解析し，データ復調誤りが発生するメカニズムを考察しているo

第 4 章では， ASK 赤外線受信機のデータ復調誤りを回避する方式として， ASK 搬送波を 2 値ディジタル化し， 1 

ビットのディジタル回路によってデータ復調する方式を考案し，実験によりその性能評価を行っている o

第 5 章では，まず，高速赤外線無線通信に適する 4PPM 方式低消費電力受信機のアーキテクチャと広いダイナミッ

クレンジを達成するためのディジタル復調アルゴリズムについて考察し，次に， このアーキテクチャに基いて

4 Mbps 指向見通し型赤外線無線通信システムを構築し，実験によりその性能と消費電力を評価している。

第 6 章では，本研究で得られた成果を総括している。

論文審査の結果の要旨

本論文は，赤外線通信用ディジタル変調方式およびそのVLSI化設計に関して行った研究をまとめたものであり，

以下の成果を得ている o

(1) 指向見通し型赤外線無線通信における LED 電流と PIN フォトダイオードの光電流の関係を定式化し，赤外線無

線通信の電子回路モデ‘ルを構築している o このモデルに回路シミュレーションおよび論理シミュレーションを適用
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することにより，赤外線データ伝送と赤外線送信機の指向特性を有効に解析できることを確認している。

(2) 赤外線無線通信における背景雑音光問題に対して，インバータ制御型蛍光灯の雑音光のもとでも有効に動作する

ASK 受信機を実現するために，データ復調誤りを回避する l ビットディジタルASK 復調方式を考案している。従

来方式との比較実験により，本方式の有効性を確認している。

(3) 赤外線無線通信における高速化と低消費電力化問題に対して， 4PPM 方式低消費電力受信機のアーキテクチャ

と広いダイナミックレンジを達成するためのディジタル復調アルゴリズムを考案している o さらに， このアーキテ

クチャに基く 4 Mbps 赤外線無線通信システムを構築し，従来アーキテクチャと比較して電力消費が軽減できるこ

とを確i忍している。

以上のように，本論文は赤外線無線通信の背景雑音光問題，および高速化と低消費電力化問題に対して多くの有用

な研究成果をあげており，赤外線無線通信の実用化に寄与するところが大きい。よって本論文は，博士論文として価

値あるものと認める。
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